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ス
～
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見 

！



～
ア
ク
セ
ス
～

奄
美
市
名
瀬
か
ら
大
和
村
方
面
、
東
シ
ナ

海
沿
い
に
続
く
県
道
は
入
り
組
ん
だ
海
岸
線

と
夕
日
が
美
し
い
サ
ン
セ
ッ
ト
ロ
ー
ド
だ
。

県
道
を
西
に
向
か
う
と
大
棚
集
落
の
手
前
（
毛

陣
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
す
ぐ
）
の
左
手
に
フ
ォ

レ
ス
ト
ポ
リ
ス
へ
向
か
う
道
路
の
入
口
が
あ

る
。
東
屋
の
あ
る
公
園
に
大
き
な
案
内
板
が

あ
る
の
で
見
落
と
す
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

道
路
は
公
園
開
設
に
伴
い
改
良
さ
れ
比
較

的
走
り
や
す
く
、
10
分
ほ
ど
で
マ
テ
リ
ヤ
の

滝
に
達
す
る
。
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
へ
通
じ

る
道
路
は
他
に
も
い
く
つ
か
あ
る
が
、
毛
陣

地
区
か
ら
登
る
ル
ー
ト
が
無
難
だ
。

山
道
で
は
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
な
ど
の

貴
重
な
野
生
動
物
が
出
没
す
る
こ
と
が
あ
る

の
で
速
度
を
落
と
し
て
安
全
運
転
で
通
行
し

て
ほ
し
い
。

ま
た
、
福
元
地
区
は
永
ら
く
携
帯
電
話
の

不
感
地
域
と
し
て
利
用
者
に
不
便
を
か
け
て

い
た
が
、
こ
の
程
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
に
よ
り
携

帯
電
話
の
基
地
局
が
整
備
さ
れ
、
フ
ォ
レ
ス

ト
ポ
リ
ス
の
ほ
ぼ
全
域
が
通
話
可
能
と
な
っ

た
。
こ
れ
ま
で
緊
急
時
の
連
絡
手
段
に
不
安

を
抱
え
て
い
た
利
用
者
も
い
た
だ
ろ
う
が
、

こ
れ
か
ら
は
安
心
し
て
施
設
を
利
用
し
て
ほ

し
い
。

特
集
　

シふ

る

さ

とマ
再
発
見
！
　
～
奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
～

大
和
村
の
福
元
地
区
は
奄
美
大
島
の
中
央
に
位
置
し
、
湯
湾
岳
の
麓
に
広
が
る
丘
陵
地
帯
だ
。
断
崖
絶
壁
が
続
く
本
村
の
海
岸
線
と
は

対
照
的
に
、
な
だ
ら
か
な
盆
地
状
の
地
形
が
広
が
る
。
古
く
か
ら
大
和
浜
間
切
（
現
大
和
村
）
と
焼
内
間
切
（
現
宇
検
村
）
を
結
ぶ
陸
上

交
通
の
要
所
で
、
明
治
・
大
正
期
に
は
40
戸
ほ
ど
の
農
家
が
暮
ら
し
て
い
た
と
い
う
。
昭
和
期
に
は
村
営
に
よ
る
紅
茶
の
栽
培
や
養
蚕
が

営
ま
れ
て
い
た
が
、
近
年
は
柑
橘
類
栽
培
の
適
地
と
し
て
タ
ン
カ
ン
栽
培
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

平
成
３
年
、大
和
村
は
荒
廃
し
た
休
耕
地
の
再
利
用
や
、豊
富
な
森
林
資
源
を
活
用
し
よ
う
と
、自
然
体
験
型
森
林
公
園
の
整
備
に
着
手
。

平
成
12
年
に
は
奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
と
し
て
正
式
オ
ー
プ
ン
に
至
っ
た
。

フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
は
マ
テ
リ
ヤ
の
滝
周
辺
の
「
渓
流
ゾ
ー
ン
」、
バ
ン
ガ
ロ
ー
や
食
堂
施
設
な
ど
の
「
キ
ャ
ン
プ
ゾ
ー
ン
」、
水
辺
の

広
場
を
中
心
と
し
た
「
水
辺
の
ゾ
ー
ン
」、運
動
場
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を
中
心
と
し
た
「
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
」
の
４
区
域
か
ら
な
り
、

奄
美
大
島
で
は
数
少
な
い
森
の
観
光
地
と
し
て
年
間
を
通
し
て
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
る
。

平
成
19
年
に
は
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
民
間
経
営
に
移
行
。
経
費
の
節
減
は
も
と
よ
り
、

多
様
で
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
る
。
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～
渓
流
ゾ
ー
ン
～

大
棚
か
ら
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
に
向
か
い

最
初
に
目
に
す
る
の
は
マ
テ
リ
ヤ
の
滝
だ
。

住
用
川
水
系
マ
テ
リ
ヤ
川
に
あ
る
同
滝
は
高

低
差
12
ｍ
・
川
幅
14
ｍ
と
さ
ほ
ど
大
き
く
は

な
い
が
、
特
筆
す
べ
き
は
滝
を
取
り
囲
む
景

観
の
美
し
さ
だ
ろ
う
。

方
言
で
「
マ
テ
ィ
ダ
ヌ
コ
モ
リ
」（
美
し
い

太
陽
の
光
が
差
す
滝
壺
）
と
呼
ば
れ
る
こ
の

場
所
は
、
窪
地
状
の
谷
間
を
巨
木
が
覆
う
た

め
、
昼
間
で
も
う
っ
そ
う
と
し
て
薄
暗
い
。

そ
ん
な
空
間
に
木
々
の
梢
か
ら
光
が
こ
ぼ
れ

幾
重
に
も
水
面
を
照
ら
し
、
人
々
は
神
々
し

く
光
る
木
漏
れ
日
の
美
し
さ
に
感
動
し
「
マ

テ
ィ
ダ
ヌ
・
・
・
」
と
呼
ん
だ
と
い
う
。
日

差
し
と
木
陰
の
神
秘
的
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は

古
の
時
代
か
ら
旅
人
の
疲
れ
を
癒
し
、
現
在

で
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。（
現
在
は
伐

採
や
植
生
の
変
化
に
よ
り
滝
の
上
空
は
以
前

よ
り
開
け
て
い
ま
す
）。

村
は
マ
テ
リ
ヤ
の
滝
周
辺
の
豊
か
な
森
を

活
用
し
よ
う
と
滝
周
辺
に
１
周
２
キ
ロ
の
自

然
散
策
道
を
整
備
。
散
策
道
は
木
立
を
縫
う

よ
う
に
造
ら
れ
、
滝
壺
か
ら
舞
い
上
が
る
涼

風
に
よ
っ
て
一
年
を
通
じ
て
冷
気
に
包
ま
れ

る
。森

に
た
た
ず
み
耳
を
澄
ま
す
と
、
瀑
布
の

轟
音
に
混
じ
っ
て
木
々
を
揺
ら
す
風
の
音
や

鳥
・
小
動
物
・
虫
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

目
に
は
見
え
な
い
が
き
っ
と
マ
イ
ナ
ス
イ
オ

ン
も
降
り
注
い
で
い
る
に
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

視
覚
・
聴
覚
・
味
覚
・
嗅
覚
・
触
覚
。
渓
流
ゾ
ー

ン
は
太
陽
と
森
と
水
の
恵
み
を
五
感
で
感
じ

る
こ
と
の
で
き
る
空
間
だ
。

渓流ゾーン

五感で感じる自然
- stream zone -

マ 
テ
ィ
ダ
ヌ 

コ
モ
リ

《
美
し
い
太
陽
の
光
が
差
す
滝
壺
》
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～
キ
ャ
ン
プ
ゾ
ー
ン
～

フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
キ
ャ
ン
プ
場
は
マ
テ

リ
ヤ
の
滝
か
ら
７
０
０
ｍ
程
先
に
あ
る
。
ス

ダ
ジ
イ
や
イ
ジ
ュ
、
モ
ッ
コ
ク
と
い
っ
た
照

葉
樹
の
林
の
中
に
、
宿
泊
施
設
や
食
堂
、
売
店
、

管
理
人
の
常
駐
す
る
施
設
が
あ
り
公
園
管
理

の
中
心
施
設
だ
。

宿
泊
施
設
は
団
体
宿
泊
用
の
大
型
バ
ン
ガ

ロ
ー
が
１
棟
、
家
族
用
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
（
２

階
建
て
）
が
４
棟
あ
る
ほ
か
、
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
や
テ
ン
ト
サ
イ
ト
が
多
数
設
置
し
て

あ
る
。

最
近
は
屋
外
で
テ
ン
ト
を
設
営
す
る
本
格

的
な
キ
ャ
ン
プ
よ
り
、
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ

げ
る
バ
ン
ガ
ロ
ー
で
の
キ
ャ
ン
プ
が
人
気
だ
。

備
え
付
け
の
寝
具
が
あ
り
、
調
理
器
具
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
セ
ッ
ト
も
レ
ン
タ
ル
で
き
る
。
ま

た
、
予
約
を
す
れ
ば
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
食
材

も
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
手
ぶ
ら
で
キ
ャ

ン
プ
を
楽
し
め
る
気
軽
さ
か
ら
夏
休
み
の
間

は
家
族
連
れ
で
賑
わ
う
。

ま
た
、
施
設
内
の
食
事
処
「
マ
テ
リ
ャ
ー

茶
屋
」
は
、
観
光
客
は
も
と
よ
り
福
元
地
区

で
農
業
を
営
む
農
家
に
も
人
気
の
店
で
、
郷

土
料
理
の
鶏
飯
を
始
め
、
弁
当
や
各
種
定
食

が
好
評
だ
。
さ
ら
に
夏
場
に
は
、
小
川
の
ほ

と
り
に
設
置
さ
れ
た
特
設
ブ
ー
ス
で
ソ
ー
メ

ン
流
し
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
。
川
の
せ

せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら
食
べ
る
冷
た
い
ソ
ー

メ
ン
は
格
別
だ
ろ
う
。

林
や
小
川
の
中
で
宿
泊
や
食
事
を
楽
し
め

る
キ
ャ
ン
プ
ゾ
ー
ン
は
、
自
然
と
人
工
施
設

が
調
和
し
た
癒
し
の
空
間
だ
。

マテリャー茶屋
営業時間：11:30 ～ 14:30（月曜定休）
主なメニュー：日替定食（800 円）・鶏飯（800 円）・
　鶏飯ラーメン（600 円）・弁当（500 円）
※　そうめん流しは７～８月のみ営業
　そうめん流し定食（900 円）・替玉（100 円）

フォレストポリスキャンプ場
宿泊施設
　大バンガロー（25,000 円）・小バンガロー（7,000 円）
　オートキャンプ（2,000 円）・キャンプサイト（1,000 円）
レンタル用品
　テント・寝具類・炊事用品・バーベキューセット・
　ランタン・バスタオル

梅雨に咲くイジュの花

キャンプゾーン

自然と調和した癒し
- camp zone -
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～
水
辺
の
ゾ
ー
ン
～

か
つ
て
福
元
地
区
に
集
落
が
形
成
さ
れ
て

い
た
こ
ろ
、
住
用
川
水
系
マ
テ
リ
ヤ
川
流
域

に
は
水
田
が
広
が
っ
て
い
た
が
、
昭
和
37
年

に
集
落
が
廃
村
に
な
る
と
耕
作
放
棄
地
と
な

り
近
年
ま
で
荒
れ
た
沼
地
と
化
し
て
い
た
。

村
は
平
成
６
年
、
水
田
跡
地
に
水
路
や
観
察

道
を
設
け
、
体
験
学
習
型
ビ
オ
ト
ー
プ
「
水

辺
の
ひ
ろ
ば
」
と
し
て
整
備
。
広
場
の
広
大

な
湿
地
帯
は
、
野
鳥
や
昆
虫
、
水
生
植
物
な

ど
多
様
な
生
物
が
集
ま
る
森
の
オ
ア
シ
ス
と

な
っ
た
。

昨
年
７
月
に
奄
美
野
鳥
の
会
が
開
催
し
た

観
察
会
に
お
い
て
は
、
ト
ン
ボ
類
だ
け
で
13

種
類
の
生
息
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
池
を
中
心

と
す
る
生
態
系
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で

い
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
ハ
ネ
ナ
ガ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
な
ど
、

国
内
で
は
奄
美
大
島
で
し
か
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
希
少
種
が
同
定
さ
れ
た
ほ
か
、
食
虫

植
物
の
ミ
カ
ワ
タ
ヌ
キ
モ
（
別
名
イ
ト
タ
ヌ

キ
モ
）
な
ど
の
絶
滅
危
惧
種
の
生
息
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
奄
美
の
自
然
を
凝
縮
し
た
水
辺
の

広
場
だ
が
、
こ
れ
ま
で
に
生
態
系
を
脅
か
し

か
ね
な
い
危
機
が
度
々
あ
っ
た
。
公
園
整
備

直
後
に
放
流
さ
れ
た
鯉
が
繁
殖
し
、
環
境
へ

の
悪
影
響
を
懸
念
し
た
村
が
鯉
の
捕
獲
を

行
っ
た
ほ
か
、
昨
年
に
は
、
要
注
意
外
来
生

物
に
指
定
さ
れ
る
浮
遊
性
水
草
の
ホ
テ
イ
ア

オ
イ
が
池
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
異
常
繁
殖
。

職
員
総
出
で
駆
除
作
業
を
行
い
ト
ラ
ッ
ク
50

台
分
も
の
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
を
除
去
し
た
。
水

辺
の
ゾ
ー
ン
は
、
自
然
環
境
の
保
護
・
保
全

活
動
も
含
め
た
奄
美
の
自
然
を
体
験
学
習
で

き
る
空
間
だ
。

自然観察会で確認されたトンボ類
①アオモンイトトンボ　②アマミルリモントンボ　③アマミトゲオトンボ
④リュウキュウハグロトンボ　⑤リュウキュウトンボ　⑥オオシオカラトンボ
⑦コシブトトンボ　⑧ベニトンボ　⑨アオビタイトンボ　⑩ショウジョウトンボ
⑪オキナワチョウトンボ　⑫ハネナガチョウトンボ　⑬ハネビロトンボ

水面を覆うホテイアオイ (H22/5/26） ホテイアオイ除去作業 (H22/8/20）

水辺のゾーン

ゆったり自然を体験学習
- lake zone -
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～
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
～

福
元
地
区
で
は
、
昭
和
30
年
代
に
村
直
営

に
よ
り
紅
茶
（
後
に
緑
茶
）
の
栽
培
、
製
造

販
売
事
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。
一
面
に
茶
畑

が
広
が
り
、
収
穫
期
に
は
茶
摘
み
や
加
工
を

行
う
人
々
で
賑
わ
っ
た
と
い
う
。

村
は
か
つ
て
の
茶
畑
を
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン

と
し
て
運
動
場
や
公
園
を
整
備
。
村
民
体
育

大
会
を
同
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
す
る
な
ど
、

地
域
間
交
流
の
拠
点
づ
く
り
を
目
指
し
て
き

た
。近

年
は
折
か
ら
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

ブ
ー
ム
に
よ
り
村
内
外
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
の
利
用
者
が
増
加
。
こ
れ
を
受
け
村

は
既
存
の
「
ル
リ
カ
ケ
ス
コ
ー
ス
」
の
隣
接

地
に
「
ク
ロ
ウ
サ
ギ
コ
ー
ス
」
を
増
設
。
２

コ
ー
ス
、
16
ホ
ー
ル
の
公
認
コ
ー
ス
と
し
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
両
コ
ー
ス

と
も
既
存
の
樹
木
や
お
茶
の
木
を
適
度
に
配

置
し
、
自
然
に
溶
け
込
ん
だ
コ
ー
ス
と
し
て

人
気
を
博
し
て
い
る
。

ま
た
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
も
県
民
体
育
大

会
大
島
地
区
大
会
を
始
め
、
多
く
の
大
会
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。
遠
隔
地
に
も
か
か
わ
ら

ず
多
数
の
人
が
訪
れ
る
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
競
技
を
始
め
健
康
づ

く
り
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
場
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
。

～
自
然
の
中
で
気
候
療
法
～

近
年
、
自
然
を
活
用
し
日
常
と
は
異
な
る

環
境
で
治
療
や
保
養
、
健
康
づ
く
り
を
行
う

「
気
候
療
法
」
が
広
が
り
を
見
せ
つ
つ
あ
る
。

気
候
療
法
と
は
、
適
度
な
強
さ
の
寒
冷
刺

激
や
日
差
し
、
そ
よ
風
、
水
蒸
気
な
ど
野
山

の
環
境
の
中
に
身
を
置
き
、
ア
ウ
ト
ド
ア

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
運
動
に
よ
り

負
荷
を
与
え
る
療
法
だ
。
自
律
神
経
系
と
代

謝
に
生
理
的
な
適
応
を
起
こ
さ
せ
こ
と
か
ら
、

心
臓
や
循
環
器
、
代
謝
疾
患
の
治
療
に
用
い

ら
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
山
岳
地
や
海
岸
で
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

先
進
地
に
お
け
る
取
り
組
み
や
気
候
、
地

形
条
件
を
新
聞
等
で
散
見
す
る
中
、
フ
ォ
レ

ス
ト
ポ
リ
ス
一
帯
は
奄
美
大
島
に
お
け
る
気

候
療
法
の
最
適
地
で
は
な
い
か
と
の
思
い
が

沸
い
て
き
た
。
山
岳
部
の
冷
気
や
森
の
中
の

木
漏
れ
日
、
水
蒸
気
。
ど
れ
も
フ
ォ
レ
ス
ト

ポ
リ
ス
に
豊
富
に
存
在
す
る
要
素
だ
。

大
和
村
で
は
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
の
開
花
に
併

せ
て
「
ま
ほ
ろ
ば
大
和
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」

を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
奄
美
市
内
の
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
が
専
門
家
の
指
導
の
も
と
気
候
療

法
に
よ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
て
い
る
。

気
候
療
法
の
専
門
家
も
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス

に
訪
れ
た
際
に
気
候
療
法
の
候
補
地
と
し
て

太
鼓
判
を
押
し
た
。

最
近
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
静
か
な
ブ
ー
ム

と
な
り
多
く
の
愛
好
者
を
見
か
け
る
。
健
康

づ
く
り
は
毎
日
の
積
み
重
ね
が
大
事
だ
が
、

時
に
は
環
境
を
変
え
て
森
の
中
を
歩
い
て
み

て
は
ど
う
か
。
家
族
や
友
人
達
と
語
ら
い
な

が
ら
自
然
の
刺
激
を
楽
し
む
も
よ
い
だ
ろ
う
。

グラウンド・ゴルフ場：クロウサギコース グラウンド・ゴルフ場：ルリカケスコース

ふれあいゾーン

自然の中で健康づくり
- health zone -

グラウンドゴルフ場利用要領
使用料：200 円 /1 人
貸出品：クラブ・ボール（200 円）
予約先：フォレストポリス管理棟
　　　　℡ 0997-58-3166

平成 23 年県民体育大会・大島地区大会 気候療法
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湯
湾
岳
は
大
和
村
と
宇
検
村
の
村
境
に
位

置
し
、
標
高
６
９
４
．
４
ｍ
。
奄
美
大
島
の

最
高
峰
だ
。
奄
美
大
島
開
闢
（
か
い
び
ゃ
く
）

の
祖
、
阿
麻
弥
姑
（
ア
マ
ミ
コ
）、
志
仁
礼
久

（
シ
ニ
レ
ク
）
の
二
神
が
降
臨
し
た
霊
峰
と
伝

え
ら
れ
、
古
く
か
ら
人
々
の
信
仰
の
対
象
と

さ
れ
て
き
た
。
頂
上
付
近
に
は
鳥
居
や
ほ
こ

ら
が
祀
ら
れ
、
現
在
も
地
元
の
人
々
に
崇
め

ら
れ
て
い
る
。

頂
上
付
近
の
南
北
２
箇
所
の
展
望
所
か
ら

は
山
並
み
の
向
こ
う
に
眺
望
が
開
け
る
。
北

は
摺
子
崎
や
横
当
島
の
浮
か
ぶ
東
シ
ナ
海
、

南
は
大
島
海
峡
と
請
島
、
与
路
島
、
さ
ら
に

は
徳
之
島
の
島
々
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

緑
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
森
と
紺
碧
の
海
を

見
下
ろ
す
パ
ノ
ラ
マ
は
、
こ
こ
が
奄
美
大
島

の
て
っ
ぺ
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら

れ
る
。

ま
た
、
湯
湾
岳
は
亜
熱
帯
常
緑
広
葉
樹
林

か
ら
温
暖
帯
風
衝
低
木
林
が
広
が
る
特
異
な

林
相
を
な
し
、
森
の
中
に
は
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ

ウ
サ
ギ
を
始
め
ケ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
、
ア
カ
ヒ
ゲ
、

オ
オ
ト
ラ
ツ
グ
ミ
、
ル
リ
カ
ケ
ス
な
ど
の
天

然
記
念
物
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
神

屋
・
湯
湾
岳
天
然
記
念
物
国
指
定
を
受
け
貴

重
な
自
然
を
保
護
し
て
い
る
。

湯
湾
岳
へ
の
登
山
道
は
大
和
村
と
宇
検
村

か
ら
二
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
り
、
大
和
村
ル
ー

ト
は
登
山
口
駐
車
場
か
ら
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク

を
登
り
20
分
ほ
ど
で
到
着
。
宇
検
村
ル
ー
ト

は
湯
湾
岳
展
望
台
か
ら
山
道
を
歩
き
50
分
ほ

ど
で
登
頂
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
気
軽
に
眺

望
を
楽
し
み
た
い
方
、
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
自

然
を
観
察
し
た
い
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
好
み
に

合
わ
せ
て
登
山
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

霊
峰

我
き
ゃ
島
ぬ
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ

湯
湾
岳

頂上付近からの展望（正面は加計呂麻島・与路島・請島）
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「
ク
ロ
ウ
サ
ギ
に
会
い
に
行
こ
う
で
ぃ
！
」

と
題
し
、
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
周
辺
の
自
然

観
察
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
る
大
和
村
唯
一
の

ガ
イ
ド
が
い
る
。
ガ
イ
ド
の
名
は
大
野
英
則

さ
ん
（
42
才
）。
大
野
さ
ん
は
島
の
自
然
に
惚

れ
込
み
３
年
前
に
埼
玉
県
か
ら
移
住
。
現
在

は
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
を
管
理
運
営
す
る
高

倉
産
業
に
勤
務
し
て
い
る
。

大
野
さ
ん
が
実
施
す
る
ツ
ア
ー
は
奄
美
大

島
観
光
物
産
協
会
が
主
催
す
る
「
あ
ま
み
シ

マ
博
覧
会
」
の
１
１
６
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
つ
で
、
夜
間
に
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
と
湯

湾
岳
の
周
辺
を
巡
り
、
貴
重
な
動
植
物
を
観

察
す
る
と
い
う
も
の
。
特
に
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ

ウ
サ
ギ
に
遭
遇
す
る
頻
度
が
高
い
と
評
判
で

人
気
を
集
め
て
い
る
。

大
野
さ
ん
は
数
十
カ
所
も
の
ク
ロ
ウ
サ
ギ

が
出
没
す
る
箇
所
を
綿
密
に
調
査
し
て
お
り
、

そ
の
日
の
天
候
な
ど
条
件
に
合
わ
せ
て
案
内

ル
ー
ト
を
設
定
す
る
と
い
う
。
参
加
者
の
中

に
は
他
の
ツ
ア
ー
で
ク
ロ
ウ
サ
ギ
を
見
ら
れ

ず
に
、
大
野
さ
ん
の
噂
を
聞
き
つ
け
て
申
し

込
む
方
も
い
る
ら
し
く
、「
最
近
の
お
客
さ

ん
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
て
困
っ
ち
ゃ
い
ま
す

よ
ー
。」
と
ご
本
人
も
苦
笑
い
す
る
。

「
ぜ
ひ
私
に
も
ク
ロ
ウ
サ
ギ
を
見
せ
て
く
だ

さ
い
」
そ
う
無
理
に
お
願
い
し
、
取
材
を
か

ね
て
ツ
ア
ー
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
は
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス

キ
ャ
ン
プ
場
を
発
着
地
と
し
て
午
後
８
時
か

ら
10
時
ま
で
の
２
時
間
。
参
加
費
用
は
格
安

の
２
千
円
！
し
か
も
ツ
ア
ー
中
に
ハ
ブ
を
捕

獲
し
た
場
合
は
料
金
が
半
額
に
な
る
と
い
う

特
典
付
き
。

こ
の
日
は
、
奄
美
市
と
県
本
土
か
ら
の
女

性
２
組
３
名
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。
ま
ず

は
、
施
設
内
で
ツ
ア
ー
内
容
の
説
明
や
周
辺

に
生
息
す
る
生
き
物
の
生
態
、
そ
し
て
ア
マ

ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
を
取
り
囲
む
現
状
と
問
題

点
な
ど
を
説
明
。
大
野
さ
ん
持
ち
前
の
明
る

い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
親
切
丁
寧
な
語
り
口
で

す
ぐ
に
場
が
和
む
。

説
明
を
終
え
る
と
早
速
車
に
乗
り
込
み
ツ

ア
ー
開
始
。
奥
山
へ
向
か
う
と
思
い
き
や
以

外
に
も
大
棚
方
面
へ
道
を
下
る
。
ク
ロ
ウ
サ

ギ
の
生
息
分
布
は
広
範
囲
で
、
時
間
帯
に
よ
っ

て
は
人
里
近
く
の
道
路
へ
出
没
す
る
と
の
こ

と
。
し
ば
ら
く
ク
ロ
ウ
サ
ギ
を
見
る
こ
と
は

出
来
な
か
っ
た
が
、
昆
虫
類
（
２
種
）
や
鳥

類
（
４
種
）、
カ
エ
ル
類
（
３
種
）、
蛇
類
（
５

種
）
な
ど
多
く
の
生
き
物
を
観
察
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

「
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
に
会
い
に
行
こ
う
で
ぃ
！
」

アマミノクロウサギの糞塊

フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
・
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー

広報　　　　　　　９月号

8



後
半
は
満
を
持
し
て
湯
湾
岳
へ
と
向
か
う
。

途
中
で
ク
ロ
ウ
サ
ギ
が
使
用
し
て
い
る
獣
道

や
給
餌
場
、
そ
し
て
大
量
の
糞
が
転
が
る
糞

場
を
観
察
し
な
が
ら
進
む
と
、
湯
湾
岳
登
山

道
へ
向
か
う
途
中
で
つ
い
に
２
頭
の
ク
ロ
ウ

サ
ギ
を
発
見
。
残
念
な
が
ら
す
ぐ
に
立
ち
去

り
撮
影
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
黒

い
毛
色
と
短
な
耳
、
小
さ
く
飛
び
跳
ね
る
姿

は
、「
生
き
た
化
石
」
と
呼
ば
れ
る
ア
マ
ミ
ノ

ク
ロ
ウ
サ
ギ
に
間
違
い
な
か
っ
た
。

初
め
て
見
る
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
に
感

動
し
喜
ぶ
参
加
者
た
ち
の
傍
ら
で
、
役
目
を

果
た
し
た
大
野
さ
ん
の
ご
満
悦
な
表
情
が
印

象
的
だ
っ
た
。
今
回
ク
ロ
ウ
サ
ギ
に
遭
遇
で

き
た
の
は
単
な
る
偶
然
で
は
な
く
、
大
野
さ

ん
の
周
到
な
準
備
に
よ
る
必
然
の
結
果
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

参
加
者
達
は
ク
ロ
ウ
サ
ギ
に
会
え
た
興
奮

さ
め
や
ら
ぬ
ま
ま
キ
ャ
ン
プ
場
へ
と
移
動
。

キ
ャ
ン
プ
場
で
は
大
野
さ
ん
が
か
ね
て
か
ら

用
意
し
て
お
い
た
小
ネ
タ
（
？
）
を
披
露
し

て
も
ら
い
参
加
者
か
ら
再
度
歓
声
が
上
が
る
。

ツ
ア
ー
終
了
後
、
参
加
者
に
お
話
を
お
伺

い
す
る
と
「
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
は
特
別

な
存
在
な
の
で
、
今
回
見
る
こ
と
が
で
き
て

嬉
し
か
っ
た
」、「
次
は
友
人
達
と
自
分
の
車

で
ド
ラ
イ
ブ
に
来
た
い
」
な
ど
と
感
想
を
述

べ
た
。

私
自
身
も
初
め
て
の
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
へ
の

参
加
で
あ
っ
た
が
、
森
に
出
向
き
自
然
観
察

を
行
う
た
め
の
ハ
ー
ド
ル
は
決
し
て
高
く
な

い
と
感
じ
た
。
大
和
村
役
場
の
あ
る
大
和
浜

集
落
か
ら
湯
湾
岳
ま
で
は
１
時
間
程
と
以
外

と
近
く
、
全
線
舗
装
道
路
な
の
で
普
通
車
両

で
も
通
行
が
可
能
だ
。
ま
た
、
夜
行
性
の
動

物
た
ち
は
道
路
上
へ
出
て
く
る
こ
と
が
多
く
、

車
中
か
ら
安
全
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
に
よ
り
観
察
範
囲
が
緊
急
時
の
連
絡
手
段

と
な
る
携
帯
電
話
の
エ
リ
ア
内
と
い
う
の
が

心
強
い
。
現
地
に
詳
し
い
ガ
イ
ド
さ
え
い
れ

ば
気
軽
に
野
生
生
物
に
会
う
こ
と
が
で
き
る

場
所
だ
。

奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
で
は
、
森
林
浴

や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
体
験
学
習
、
健
康
づ
く
り
、

自
然
観
察
な
ど
、
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
で
奄
美

の
自
然
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
も

す
れ
ば
海
の
レ
ジ
ャ
ー
ば
か
り
に
目
が
行
き

が
ち
な
私
達
シ
マ
ッ
チ
ュ
（
奄
美
人
）
だ
が
、

ぜ
ひ
一
度
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
へ
足
を
運
ん

で
ほ
し
い
。

二
神
降
臨
、
入
植
と
開
拓
、
開
発
と
保
護
。

古
く
て
新
し
い
島
の
テ
ー
マ
が
フ
ォ
レ
ス
ト

ポ
リ
ス
に
は
あ
る
。
だ
が
何
も
身
構
え
る
必

要
は
な
い
。
思
い
思
い
の
ス
タ
イ
ル
で
自
然

を
楽
し
め
ば
い
い
。
見
慣
れ
た
フ
ォ
レ
ス
ト

ポ
リ
ス
の
森
と
湯
湾
岳
が
眩
し
く
輝
く
と
き
、

き
っ
と
シ
マ
（
ふ
る
さ
と
）
の
魅
力
を
再
発

見
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。

「
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
に
会
い
に
行
こ
う
で
ぃ
！
」

上：出発前の内容説明　下：ヒメハブの観察

フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
・
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
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　６月に入り本村特産のスモモ（奄美プラム）が収穫
期を迎えた。今年のスモモは５月２９日に接近した台
風２号の強風により落果が相継ぎ大きな減産となった
うえ、塩害による落葉で食味が落ち市場価値が大きく
低下した。JA あまみによると、共販取扱量は４７トン、
販売額１，４６８万円にとどまり、過去５年間で最も
少なかったという。
　収穫期は奄美各地からスモモが持ち込まれ選果作業
で賑わう本村の湯湾釜選果場だが、今年は取扱量が少
なく稼働も６月９日から２３日までの２週間で終了し
た。ＪＡあまみによる宅配サービスも品質低下を理由
に早々と出荷を停止したという。例年は贈答用に数多
く出回るスモモだが今年は購入をためらう消費者も多
かったようで、村内で民宿を営む女性（74 才）は「い
つもは常連客のみなさんにスモモをお届けするのです
が今年は送るのを止めました。大和村を代表する果実
なので残念です」と語る。
　幸い収穫終盤には「甘酸っぱくてみずみずしい」と

例年通りの美味しいスモモが出回り関係者を安心させ
たが、村産業振興課は来年以降の生産に気をもむ。農
家に対して適切な剪定や土壌管理、暴風対策、老木の
改植の指導に余念がない。
　「果樹の村」を標榜している大和村だが、スモモの
安定的な生産と加工、販売の確立は道半ばだ。農家な
らずとも「ヤネ（来年）こそは！」の思いは強い。

　大棚小学校（霧島一浩校長・児童２６人）では、食
育を通じて地域食文化の理解と自然の恵みに感謝する
ことを目的として、地域で収穫したスモモからジュー
スやジャム、ゼリーを作る体験学習を毎年行っている。
　食材となるスモモは集落内の教会から提供されたも
のを子ども達が収穫。４グループに分かれて２キロず
つ加工した。
　調理は、①切り目を入れたスモモを茹で砂糖を加え
た煮汁でジュースを作る、②茹でたスモモの種を取り
砂糖を加えながら煮てジャムを作る、③ジュースに砂
糖とアガー（ゼリーの素）を溶かしたお湯を加え冷や
し固めてゼリーを作る、というもの。
　５，６年生の児童達は低学年のちびっ子達の面倒を
見ながら全員で料理に奮闘。スモモの種を取る工程で
は、種のまわりに付いた果肉をほおばり「甘ぁ～い」
と歓声を上げる場面も。また、ジャムづくりの最終工
程、果肉を煮詰める際には「美味しくな～れ。美味し

くな～れ。」と呪文を唱える子もいた。
　ジュースとジャムはちょっぴり味見をした後容器に
詰めてそれぞれ自宅へ持ち帰り、ゼリーは冷蔵庫で冷
やして昼食のデザートで食べることに。１年生の奥平
光くんは「自分で作ったゼリーは美味しい。今度はお
うちでお母さんと作りたい」と話した。児童達にはい
つまでも記憶に残るふるさとの味であってほしい。

ヤネ（来年）こそは！

「美
お い

味しくな～れ。美
お い

味しくな～れ。」

賀川翔瑛くん（４年）前田侑香さん（５年）奥平光くん（１年）
畠中先生　碇本愛美さん（１年）前田峻之介くん（２年）左から

大和村湯湾釜選果場

豪雨・台風被害を乗り越えスモモの収穫始まる

大棚小でスモモ加工教室

広報　　　　　　　９月号
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　東京奄美会青年部主催による第３回奄美フェスタが
６月５日、東京上野恩賜公園にて開催され、出身者を
始め多くの奄美ファンで賑わった。
　イベントは、喜界島出身の兄弟デュオ "doki doki"
がオープニングをつとめ、牧岡奈美や城南海（大和村
２世）など１１組の奄美出身アーティストが競演した。
　ステージ中盤では大和村国直出身の "azusa" が登場。
テレビアニメ「もしドラ・
・・」のオープニング曲
「夢ノート」を始め５曲を
熱唱。曲の合間には「地元
の大和村からおいしいスモ
モを持ってきています。
ぜひ味見をして下さい」と
大和村のＰＲをするうれし
い場面も。
　イベントのフィナーレは
出演者と観客が一体となり、

総立ちで六調を踊って閉幕した。
　また、ステージ周辺には多くの販売ブースが設けら
れ、大和村からは伊集院幼村長を始め農家や加工組合、
奄美ハナハナ（グレイ美術）が特産品の販売、ＰＲを
行った。大和村ブースには多くの出身者が集まり販売
を応援。自ら店頭に立ち試食を勧めるなど会場一番の
活気でイベントを盛り上げた。

azusa と gen がスモモをＰＲ

　「くっかるぬ鳴きてければかむぃぬ寄りゅん。」（ア
カショウビンが鳴く頃になるとウミガメが産卵のため
浜に上陸する）という島の諺のとおり、５月の上旬か
ら聞こえ始めたアカショウビンの鳴き声とともに村内
の海岸ではウミガメの上陸が見られた。
　奄美大島に上陸、産卵するウミガメは主にアカウミ
ガメとアオウミガメ。これらは夜間に砂浜に上陸し、
砂の中にピンポン玉程の卵
を１００個程度産む。卵は
海水に浸るとふ化できない
ため母ガメは満潮線よりも
高い場所に深さ 5,60 セン
チの穴を掘って産卵。一夏
に２，３回産卵するという。
　卵は約２カ月でふ化し一
斉に海へ向かうが、中には
集落の街灯に惑わされ陸へ
” 逆走 ” する子ガメも。

　例年ウミガメが多く上陸する国直海岸だが今年は産
卵とふ化が同時期に展開。７月 19 日には体重 100 キ
ロ程の大きなカメが砂浜に上陸し、翌日には子ガメが
ふ化。ウミガメの様子を見物する集落民を喜ばせた。
　鹿児島県ではウミガメ保護条例によりウミガメと卵
の捕獲、採集を禁止している。産卵を観察をする際に
はウミガメを刺激しないよう静かに見守りましょう。

ウミガメのベビーブーム

東京上野で奄美フェスタ開催

国直海岸で産卵とふ化が同時期に展開

11
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農林水産物から日用品まで幅広い商品をフリー
マーケット形式で販売する「第４回むっちも

～れフェスタ」（同実行委員会・馬屋原一会長）が
６月１２日に村体育館で開催された。会場には旬
のスモモを中心に新鮮野菜が並べられ、村内外か
ら多くの人で賑わった。台風被害で品薄となった
スモモコーナーには開店と同時に客が詰めかけわ
ずか１０分で売り切れた。同実行委員会はフェス
タを盛り上げるため多くの出店を呼びかけている。

大和保育所（園児２４人）では７月７日、七
夕飾りを保育所玄関前に取り付けた。飾り

には「シンケンジャーみたいにつよくなりたい」
とか「プリキュアみたいにケーキやさんになりた
い」といった願いごとが書かれた色鮮やかな短冊
が結びつけられ、送迎に訪れる保護者や通行人
の目を楽しませた。飾りを取り付けた後は「さ
～さ～のは～さ～らさら～」と大きな声で全員
が七夕さまを合唱し、七夕飾りに願いを込めた。

大島工業高校グラウンドにて７月９、１０日
に行われた第６５回鹿児島県民体育大会・

第５２回大島地区大会ラグビー・フットボール競
技において大和村チーム（松崎真一監督）が８年
ぶり２回目の優勝を飾った。大和村チームは初
戦で前年優勝の奄美市に１７－０で勝利し勢い
にのると、知名町に４０－５、龍郷町に１４－
１２と連勝。続く決勝戦では瀬戸内町に２１－
０と完勝し、４戦全勝で念願の優勝を果たした。

むっちも～れフェスタ賑わう

ラグビー競技郡体優勝！さ～さ～のは～　さ～らさら～♪

盛大に大和の園夏祭り

特別養護老人ホーム大和の園（中山昭二園
長）恒例の夏祭りが７月２日土曜日に開催

された。施設中庭に設置された特設会場は家族会
や地域の人々で賑わい、入所者は家族に囲まれ夕
べの一時を楽しんだ。ステージでは入所者による
棒踊りを皮切りに舞踊や島唄、カラオケ、ダンス
が繰り広げられ、途中でお元気な入所者が飛び入
りで踊り出す一幕も。祭りのフィナーレは来場
者全員で「島のブルース」を踊り締めくくった。

広報　　　　　　　９月号
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奄美地区交通安全協会と奄美警察署主催によ
る「第３回交通安全こども自転車奄美地区大

会」が６月１８日、奄美市の名瀬サンドームにて
開催され、本村の大和小学校が見事優勝した。同
大会は交通規則の知識を試す筆記試験と、実際に
自転車に乗ってジグザグ走行や８の字走行などの
実技試験を行いその正確性を競うもの。個人の部
でも３位に入賞した福山勇成くんは「もっと練習
して県大会でも優勝したい」と意気込みを語った。

大和小がこども自転車大会優勝

大和 小 学 校（ 晨 原 弘 久 校 長 ） の ５・ ６ 年 生
１５人は６月８日、湯湾釜にある奄美養殖

場（クルマエビ養殖）を訪れ養殖業体験学習を行
った。同学習は地域の産業を体験し理解を深める
ことを目的として行っているもので、児童達は重
久亘場長と共にイカダに乗り込み稚エビの放流を
体験した。放流後、児童達は重久亘場長からクル
マエビの餌やりや養殖池の水質管理など日頃の
作業について説明を受け熱心に聞き入っていた。

大棚小学校（霧島一浩校長・児童２６人）で
は７月１１日、鹿児島工業高等専門学校の

引地力男准教授を招きロボット出前講座を開催し
た。講座は３～６年生の１５人が受講し、ペッ
トボトルを使った昆虫ロボット作りに挑戦。引
地先生はロボットを作る際にモノを大事に取り
扱うこと、先生の話をしっかり聞くこと等を注
意しながら児童達にモノ作りの楽しさを伝えた。

津名久子ども会（仁添徳人会長）は、鹿児島県
子ども会育成連絡協議会から優良団体表彰

を受けた。同子ども会は幼児から高校生まで２３
人で構成。集落や村の各種行事に積極的に参加し
ている他、稲作り体験や通学路の清掃など独自活
動に取り組んでいる（写真は尾神トンネル清掃活
動）。今回の表彰はこの様な永年に渡る慈善活動が
高く評価されたもの。今後も津名久子ども会には
他の育成活動の模範となる役割を果たしてほしい。

クルマエビ養殖場へ職場体験

津名久子ども会優良表彰

大棚小で手作りロボット講座
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障
が
い
者
や
そ
の
家
族
と
一
緒

に
活
動
し
て
下
さ
る
協
力
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
、「
戸
円
校
を
活
用
し

た
障
が
い
者
等
の
自
立
支
援
」
を
目
的
と
し

た
活
動
が
大
和
村
の
戸
円
校
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

現
在
、
当
事
者
・
そ
の
家
族
を
中
心
に
、

週
１
回
の
ペ
ー
ス
で
話
し
合
い
活
動
を
す
す

め
て
い
ま
す
。
ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り

で
、
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
だ
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
く
活
動
で
す
。

障
が
い
を
も
つ
方
々
が
、
能
力
を
発
揮
し
な

が
ら
、
楽
し
み
や
い
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
活
動
に
あ
な
た
も
参
加
し

ま
せ
ん
か
？

　

ま
ず
は
見
学
だ
け
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
下
記
へ
ご
連
絡
下
さ

い
。

活
動
日
：
毎
週
水
曜
日

　

13:30

～15:30

場
所
：
戸
円
校

連
絡
先
：
大
和
村
保
健
福
祉
課
・
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー　

電
話
：0997-57-2218

担
当
：
田
中
・
早
川
・
藤
原

浄
化
槽
法
定
検
査
の
お
願
い

　

浄
化
槽
法
で
は
、
適
正
な
使
用
、
保
守
点
検
、

清
掃
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
、
き
れ
い

な
水
が
放
流
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
法

定
検
査
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
検
査

は
、
知
事
が
指
定
し
た
検
査
機
関
で
あ
る
（
公

財
）
鹿
児
島
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー
が
事
前

に
お
知
ら
せ
の
封
書
を
お
送
り
し
た
上
で
、

改
め
て
ハ
ガ
キ
で
通
知
す
る
検
査
日
に
お
伺

い
し
、
現
場
で
の
検
査
と
浄
化
槽
の
放
流
水

を
持
ち
帰
っ
て
水
質
検
査
を
行
い
ま
す
。（
契

約
し
て
い
る
保
守
点
検
業
者
が
行
う
保
守
点

検
と
は
別
も
の
で
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
検

査
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
受
検
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
保
守
点
検

　

機
器
の
点
検
・
調
整
・
害
虫
の
駆
除
や
消

毒
薬
の
補
充
な
ど
を
行
い
ま
す
。（
自
動
車
で

い
え
ば
・
・
日
常
点
検
や
修
理
）

■
法
定
検
査

　

設
置
工
事
や
保
守
点
検
を
含
め
た
維
持
管

理
が
適
正
に
な
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
、

水
質
検
査
や
外
観
検
査
、
書
類
検
査
を
行
い

ま
す
。（
自
動
車
で
い
え
ば
・
・
車
検
）

■
検
査
手
数
料

　

単
独
浄
化
槽
（
５
～
10
人
槽
）：4,000

円

　

合
併
浄
化
槽
（
５
～
10
人
槽
）：6,000

円

■
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
財
）
鹿
児
島
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー

　

電
話　

099-223-3185

　

県
大
島
支
庁
保
健
福
祉
環
境
部

　
（
名
瀬
保
健
所
）TEL　

0997-52-5411

　

大
和
村
役
場
住
民
税
務
課

　

電
話　

0997-57-2111(31)

　行
政
相
談
員
に
前
田
さ
ん

　

大
和
村
の
行
政
相
談
員
に
前
田
清
和
さ
ん

（
42
才
・
大
棚
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
員
と
は
、
行
政
機
関
等
の
業
務

に
関
す
る
苦
情
の
相
談
を
受
け
て
、
相
談
者

に
必
要
な
助
言
を
行
っ
た
り
、
関
係
行
政
機

関
等
に
そ
の
苦
情
を
通
知
し
た
り
す
る
ほ
か
、

役
所
と
連
携
し
て
苦
情
の
解
決
を
図
り
ま
す
。

　

役
所
へ
の
苦
情
や
要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
前
田
相
談
員
へ
ご
相
談
下
さ

い
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

住
所
：
大
和
村
大
棚
２
０
０
番
地

電
話
：0997-57-2868

定
例
相
談
所
：
大
和
村
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

「
サ
ポ
ス
テ
」
の
ご
案
内

　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
利
用

下
さ
い
。
ニ
ー
ト
（
若
年
無
業
者
）、
ひ
き
こ

も
り
等
悩
み
を
抱
え
る
若
者
の
職
業
的
自
立

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

《
支
援
内
容
》

〇
相
談
（
面
談
・
電
話
・
メ
ー
ル
）

　

現
在
の
状
況
を
客
観
的
に
見
つ
め
、
自
立

へ
向
け
て
の
ス
テ
ッ
プ
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

生
活
習
慣
の
改
善
等
、
ま
ず
は
小
さ
な
目
標

を
立
て
て
み
ま
す
。

○
職
場
見
学
・
職
業
体
験

　

様
々
な
企
業
・
施
設
へ
の
訪
問
や
農
作
業

体
験
・
パ
ソ
コ
ン
練
習
等
多
種
多
様
な
活
動

を
通
し
て
、
就
職
に
向
け
た
心
構
え
や
技
能

を
身
に
つ
け
ま
す
。

○
家
族
の
サ
ポ
ー
ト

　

相
談
員
が
じ
っ
く
り
と
お
話
を
聞
き
ま
す
。

ま
た
同
じ
悩
み
を
抱
え
る
家
族
同
士
で
語
り

合
う
場
を
設
け
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、
は
じ
め
の
一
歩

を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
開
所
時
間
】
月
曜
～
金
曜　

9:00
～18:00

（
相
談
受
付17:00

ま
で
）

（
土
・
日
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始
は
休
み
）

【
連
絡
先
】
〒894-0036　

奄
美
市
名
瀬
長

浜
町23-25　

N
PO

法
人
奄
美
青
少
年
支
援

セ
ン
タ
ー
「
ゆ
ず
り
葉
の
郷
」
内
奄
美
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

電
話0997-57-0770

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

E

メ
ー
ル

　

am
am

i-saposute@
polka.ocn.ne.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://am
am

i-saposute.sakura.ne.jp/

今
月
の
い
き
む
ん

　

ト
カ
ラ
列
島
か
ら
奄

美
群
島
に
か
け
て
生
息

す
る
オ
オ
シ
マ
ト
カ
ゲ
。

普
段
は
姿
を
見
つ
け
て

も
素
早
く
逃
げ
て
し
ま

う
の
で
す
が
、
こ
の
日

は
林
道
の
真
ん
中
で
、

ゆ
っ
く
り
日
な
た
ぼ
っ

こ
を
し
て
い
ま
し
た
。
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こせきの窓

人口	 1,727人（△ 49）
男	 823人（△ 12）
女	 904人（△ 37）
世帯	 901戸（△１）

９月１日現在
（前年同月比）

　

満
１
歳
お
め
で
と
う

元
山
莉
緒
さ
ん

保
護
者
・
元
山
博
三
さ
ん
（
大
金
久
）　

元
気
い
っ
ぱ
い
で
帰
っ
て
き
ま
し
た

じ
ぃ
じ
も
ば
ぁ
ば
も
待
っ
て
た
よ
～

南
蒼
空
さ
ん

保
護
者
・
南
利
通
さ
ん
（
大
和
浜
）

カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
自
然
と
笑
顔
に

ご
愛
敬
は
お
と
ぅ
と
お
か
ぁ
譲
り
か
な

島島
のの

⑦リュウキュウ
　　　ハグロトンボ
河川の上流から中流域周辺で
観察することができます。写
真はオスですが、メスには
翅の先に白い班があります。

③タイワンウチワヤンマ
名 前 の と お り、 し っ ぽ の
先 に う ち わ 状 の 小 さ な 突
起 が つ い て い ま す。「 ヤ ン
マ」とはもともと大型のト
ンボを指す言葉だそうです。

⑥ハネナガチョウトンボ
国内では奄美大島でのみ生息
が確認されています。翅の基
部は光の当たり具合で青や
紫色へと美しく光り、飛んで
いる姿は一際目を引きます。

②アオビタイトンボ
名前のとおり額が青い。も
と も と は 沖 縄 の 南 大 東 島
以 南 に 生 息 し て い ま し た
が、 年 々 分 布 が 北 上 し 今
で は 本 州 で も 観 察 す る
こ と が で き る そ う で す。

⑤オオシオカラトンボ
シオカラトンボに似ますが、
頭部が黒いことと胸部から腹
部にかけて青味が強い点で区
別ができます。少し暗い環境
を好んで生活するようです。

①ベニトンボ
オスの体色は紅色でとても目
立ちます。よく観察してみる
と、翅の脈までが赤いこと
に気が付きます。ショウジ
ョウトンボのオスに似ます。

④シオカラトンボ
シオカラトンボのペアです。上
に止まっているのがオスで、
腹を曲げているのがメスで
す。成熟したオスは胸から腹
にかけて白い粉で覆われます。

vol.05

い
き
む
ん

　 

マ
ン
デ
ィ

　
本
格
的
な
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
時

期
、
涼
を
求
め
て
水
辺
へ
行
く
と
、
優
雅
に
飛

び
交
う
ト
ン
ボ
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。
今
回
は

大
和
村
で
観
察
し
た
ト
ン
ボ
を
紹
介
し
ま
す
。

ご
結
婚
お
め
で
と
う

上
村
太
一
さ
ん
（
名
音
）

當　

麻
美
さ
ん
（
奄
美
市
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

宮
那な

ず

な
雛
菜
さ
ん
（
保
護
者
・
宮
慎
一
）

杉
島
希の

あ空
さ
ん
（
保
護
者
・
杉
島
勇
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

高
橋　

和
美
様
（
71
歳
）

前
里
フ
ヂ
エ
様
（
99
歳
）

中　
　

政
彦
様
（
67
歳
）

宮
田　

慶
勇
様
（
82
歳
）

蘇
畑　

潤
造
様
（
70
歳
）

岩
崎　

カ
チ
様
（
75
歳
）

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

高
橋　

町
子
様
（
故
高
橋
和
美
様
）

中　

チ
カ
子
様
（
故
中
政
彦
様
）

宮
田　

レ
イ
様
（
故
宮
田
慶
勇
様
）

蘇
畑
た
ず
ゑ
様
（
故
蘇
畑
潤
造
様
）

前
里　

光
栄
様
（
故
前
里
フ
ヂ
エ
様
）

福
山
利
香
子
様
（
故
岩
崎
カ
チ
様
）

①③

②

⑦

⑥

⑤

④
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朝
夕
め
っ
き
り
涼
し
く
な
り
始
め
た
奄
美

で
す
が
、
秋
が
近
づ
く
頃
に
な
る
と
フ
ク
ギ

の
下
に
住
む
家
々
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
異
変

が
始
ま
り
ま
す
。

そ
れ
は
黄
色
く
熟
し
た
フ
ク
ギ
の
実
の
落

下
で
す
。
夜
中
に
「
ゴ
ン
ッ
」
と
ト
タ
ン
屋

根
を
叩
く
音
は
誰
か
が
悪
さ
を
し
て
石
を
投

げ
た
か
の
よ
う
な
物
音
で
す
。

ま
た
、
果
肉
の
厚
い
フ
ク
ギ
の
実
は
腐
食

す
る
と
強
い
発
酵
臭
が
し
て
周
り
の
住
民
を

困
ら
せ
ま
す
。
旧
笠
利
町
か
ら
国
直
に
嫁
い

で
き
た
Ｔ
姉
さ
ん
は
初
め
て
嗅
ぐ
異
臭
に
ガ

ス
漏
れ
と
勘
違
い
し
、
あ
わ
て
て
業
者
を
呼

ん
だ
と
い
う
逸
話
が
あ
る
ほ
ど
で
す
。

慣
れ
な
い
人
に
は
不
快
で
絶
え
ら
れ
な
い

臭
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
永
年
フ
ク
ギ
の

下
で
く
ら
し
た
村
人
に
と
っ
て
は
懐
か
し
い

香
り
で
も
あ
り
ま
す
。
フ
ク
ギ
の
発
酵
臭
を

嗅
ぐ
と
、
夏
の
日
差
し
や
ク
ガ
ツ
ク
ン
チ
（
豊

年
祭
）
の
喧
騒
を
思
い
出
す
「
ナ
ツ
カ
シ
ャ

シ
マ
ヌ
カ
ザ
（
懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
香
り
）」

で
す
。

幸
福
を
招
く
木
・
フ
ク
ギ

フ
ク
ギ
は
東
ア
ジ
ア
原
産
の
ツ
バ
キ
目
、

オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
科
の
常
緑
広
葉
樹
。
方
言
名

を
「
ト
ッ
ク
ギ
（
も
し
く
は
ト
ー
フ
ク
ギ
）」

と
い
い
、
葉
肉
が
厚
く
、
耐
火
・
防
風
に
優

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
南
西
諸
島
全
域
で
屋
敷

林
と
し
て
利
用
さ
れ
、
別
名
「
ク
ゥ
ワ
ジ
バ

ギ
（
火
事
場
木
）」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
成
長

の
遅
い
本
種
で
す
が
村
内
の
各
集
落
に
は
大

木
が
残
り
、
古
く
か
ら
植
樹
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

真
っ
直
ぐ
に
伸
び
る
樹
勢
が
美
し
く
、
並

べ
て
植
栽
す
る
と
壮
観
な
緑
の
壁
を
作
る
フ

ク
ギ
で
す
が
、
国
直
集
落
に
は
両
脇
を
フ
ク

ギ
に
囲
ま
れ
た
フ
ク
ギ
の
小
道
が
数
本
残
っ

て
い
ま
す
。
日
差
し
を
遮
る
フ
ク
ギ
の
木
陰

は
涼
し
く
、
真
夏
に
あ
っ
て
も
集
落
の
人
た

ち
の
一
時
の
涼
を
も
た
ら
し
ま
す
。

下
の
絵
は
昭
和
43
年
頃
の
ジ
ョ
グ
チ
（
海

岸
へ
降
り
る
小
道
）
の
風
景
。
両
脇
を
フ
ク

ギ
の
大
木
が
取
り
囲
み
、
さ
な
が
ら
「
フ
ク

ギ
の
ト
ン
ネ
ル
」
の
様
相
を
成
し
て
い
ま
し

た
（
現
在
で
は
片
側
の
み
残
っ
て
い
ま
す
）。

緑
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
真
っ
白
な
砂
浜
と
青

い
海
が
広
が
る
景
色
は
シ
マ
（
ふ
る
さ
と
）

の
原
風
景
で
し
ょ
う
。

熟したフクギの実

お
便
り
を

　
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
村
政
へ
の
要
望
や
広
報
誌
の

意
見
、
今
後
特
集
し
て
ほ
し
い

記
事
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
紙
面
に
て
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
の
で
、
左
記
住
所
（
ア
ド

レ
ス
）
ま
で
郵
送
ま
た
は
メ
ー

ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
お
送
り

下
さ
い
。
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